
隣 接 コンピュータか ら A la rm A c c  /  D o c L a u n C S  へ の リモ ー ト指 令

 A c tio n C S  アクション・シー エス   V e r1 .0 2 .0
取 扱 説 明 書

■  A ctio n C S  概 要  ■

筆 者 作 成 の  A larm A cc(アラー ム・エー シー シー ) お よび  D o cL au n C S (ドック・ラン) 
に 登 録 され ている、ドキュメント(フォルダ・実 行 ファイルを含 む )を開 く、または起 動
す る操 作 を L A N  で 接 続 され ている隣 接 コンピュー タから行 うための送 信 設 備 (リモ
コン)で す 。送 信 設 備 としてはや はり筆 者 作 成 の  T im erA (タイマー ・エー ) が ありま
す が、 A ctio n C S  は そ の時 限 装 置 部 分 をはず し受 信 設 備
(A larm A cc/ D o cL au n C S )へ 手 動 で信 号 を送 るツー ルです 。
受 信 設 備 にパ ソコンのシャツとダウンツー ルを登 録 してお けば 、ファイルサー バ など
通 常 人 が操 作 しないパ ソコンを遠 隔 操 作 で電 源 オフす ることに使 えます 。また簡 単
なメッセー ジの送 付 もできます ので１階 ・２階 での連 絡 などにも使 えます 。定 型 的 な
指 令 はファイルとして保 存 でき、起 動 書 式 で自 動 開 始 、終 了 が可 能 です 。 自 分 の
パ ソコンの D o cL au n C S  か ら簡 単 に起 動 できるようにしてお くと隣 のパ ソコンで結 構
遊 べ たりします 。

■  インストー ル方 法  ■

インストー ラは用 意 していませ ん。
任 意 のドライブに新 規 にフォルダを作 成 (例 えば  C :¥ A ctio n C S  とか  C :¥ P ro gram  
F iles¥ A ctio n C S  など)して、解 凍 され たファイル全 てコピー します 。後 は、
A ctio n C S .exe ファイルをエクスプロー ラ上 でダブルクリックす れ ば 動 き出 します 。
必 要 に応 じて、A ctio n C S .exe の ショー トカットを作 り、デ スクトップなどに置 いてお
けば 使 いや す くなります 。
定 型 的 な指 令 があれ ば 、「名 前 をつ けて保 存 」で  A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子
= actn )が 作 成 できます 。使 用 す る場 合 は拡 張 子  actn  に 対 してA ctio n C S .exe をウ
ィンドウズ標 準 の関 連 付 けしてお くと便 利 です 。

ウィンドウズでの関 連 付 けはウィンドウズのレジストリを追 加 します ので、これ を回 避
したい場 合 は筆 者 作 成 の  D o cL au n C S  内 で の関 連 付 けを行 えば 、D o cL au n C S  か
ら A ctio n C S定 義 ファイルが簡 単 に使 えるようになります 。

■  バ ー ジョンアップ方 法  ■

基 本 的 にバ ー ジョンアップは  A ctio n C Sを終 了 させ 、配 布 され た書 庫 ファイルを解
凍 して得 られ たファイルをインストー ルフォルダに上 書 きコピー す るだけです 。ユー
ザ固 有 の環 境 設 定 ファイルや ドキュメント保 存 用 のファイルなどはそのまま引 き継
がれ ます 。
A ctio n C S  の メニュー バ ー の  [ファイル ] -  [インストー ル先 フォルダを開 き終 了 ]は 、
インストー ルフォルダを開 くと同 時 に  A ctio n C S  も終 了 す るのでバ ー ジョンアップ時
には便 利 です 。

■  アンインストー ル方 法  ■



アンインストー ラはありませ ん。
A ctio n C S .exe が 収 まっているフォルダごと削 除 してください。インストー ル時 や 動
作 時 にレジストリは使 っていませ んのでアンインストー ルはこれ で完 了 です 。

※ 手 動 で、拡 張 子  d sta をウィンドウズ標 準 の関 連 付 け操 作 を行 っている場 合 は、
レジストリに残 ります 。
この削 除 はエクスプロー ラを起 動 して、「ツー ル」-「フォルダオプション」の「ファイル
タイプ」タブで  actn  を探 し出 し削 除 してください。・・・他 のものを消 さないよう注 意
して行 ってください。

■  動 作 環 境  ■

・W in d o w s2 0 0 0、W in d o w sX P  の 日 本 語 W in d o w s で
　　 「.N E T  F ram ew o rk 2 .0」以 上 がインストー ルされ ている3 2 b itパ ソコン。
・W in d o w sV ista、W in d o w s7  の 日 本 語 W in d o w sが 動 作 している3 2 b itパ ソコン。

ご自 分 のパ ソコンに  「.N E T  F ram ew o rk 2 .0」以 上 が動 作 しているかどうかは「コント
ロー ルパ ネル」-「プログラムの追 加 と削 除 」から判 断 す ることが出 来 ます 。筆 者 の
場 合 です と

    M icro so ft .N E T  F ram ew o rk 2 .0

の 一 行 が見 出 せ ます 。 2 .0  以 上 であれ ば  O K  で す 。

最 近 はマイクロソフトの  W in d o w s U p d ate ペ ー ジから 後 続 バ ー ジョンが比 較 的 簡
単 にインストー ルが可 能 になっています 。
W in d o w s V ista 以 降 のパ ソコンには  F ram ew o rk 2 .0  の 後 続 バ ー ジョンがす でにイ
ンストー ルされ ています 。

なお 、「.N E T  F ram ew o rk V ersio n 2 .0  インストー ルガイド」を筆 者 のサポー トペ ー ジ
「屋 根 裏 実 験 室 」に公 開 しています 。よろしけれ ば 参 考 にしてください。
> >  屋 根 裏 実 験 室  オ リジナル作 品  
 h ttp :/ / h o m ep age1 .n ifty.co m / yan eu razikken / gallery.h tm l

A ctio n C S  は L A N で 接 続 され たパ ソコン間 の通 信 ツー ルです ので、前 提 となる 
L A N  の 接 続 が正 常 に動 作 していることが必 要 です 。 パ ソコン間 でフォルダ共 有 ま
たはプリンター 共 有 などが正 常 に動 作 しているL A N 環 境 でしたら問 題 ないと思 わ
れ ます 。

■  起 動  ■

起 動 はインストー ルしたフォルダにある実 行 ファイル「A ctio n C S .exe」 をエクスプロ
ー ラでダブルクリックします 。もちろんショー トカットを作 成 してデ スクトップ、タスクバ
ー にあるクイック起 動 ツー ルバ ー などにお いてお けば 利 便 性 がまします 。もしプロ
グラムランチャー を使 用 しているのであれ ば そこに登 録 してお くのも便 利 につ かう
方 法 です 。
継 続 的 に使 うようでしたら、A ctio n C S  の 定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )に 対 してウィン



ドウズ標 準 の関 連 付 けをしてお くと起 動 しや す くなります 。

■  メイン画 面  ■

    

A ctio n C S  の 信 号 を受 け取 る受 信 設 備 のツー ルは２種 類 あります 。 A larm A cc と 
D o cL au n C S  で す 。A ctio n C S  を使 用 す るにはいず れ かの受 信 設 備 が必 要 になり
ます 。

受 信 設 備 は筆 者 の  W ebペ ー ジ 屋 根 裏 実 験 室 ( 
 h ttp :/ / h o m ep age1 .n ifty.co m / yan eu razikken /   ) か らダウンロー ドが可 能 です 。

[ 送 信 先 機 器 名  ]
受 信 設 備 のツー ルが動 作 しているパ ソコンの「コンピュー タ名 」です 。コンピュー タ
名 は  A larm A cc の 場 合 、起 動 した初 期 画 面 で表 示 され ます 。 また、D o cL au n C S  
の 場 合 は起 動 したあとメニュー の「環 境 」－ 「環 境 設 定 」－ 「受 信 設 備 」の画 面 で確
認 できます 。詳 細 はそれ ぞれ の取 扱 説 明 書 にて確 認 してください。

[ ポ ー ト番 号  ]
A ctio n C S  か らの信 号 を実 際 に受 け取 るツー ルを識 別 す る番 号 です 。D o cL au n C S  
の 場 合 デ フォルト値 として「9 9 1 3」 に なっています 。 D o cL au n C S  を１台 のパ ソコン
で２つ 動 作 させ ている場 合 は  このポー ト番 号 を 異 なる値 にします 。そうす ることに
より A ctio n C S  か らの信 号 の行 き先 を個 別 に決 定 す ることができるようにしています 。
なお 、同 一 ポー ト番 号 をもつ 受 信 設 備 を同 一 パ ソコン内 で複 数 起 動 す ると起 動 が
キャンセルされ るか、通 信 処 理 に障 害 が発 生 します 。

ポー ト番 号 の決 定 は他 の通 信 機 器 、通 信 ソフトが使 用 していない番 号 を選 ぶ ことが
重 要 です 。デ フォルトの「9 9 1 3」は そういう数 値 と思 われ るものです が、万 一 重 複 し
ているようでしたら変 更 してください。

[ ドキ ュメント番 号  ]
受 信 設 備 に登 録 され ているドキュメント(デ ー タファイル・フォルダ・実 行 可 能 ファイ



ルなど)の シリアル番 号 のことです 。この番 号 で、開 きたい、もしくは実 行 させ たいソ
フトを指 定 します 。

[ ツー ル 番 号  ]
D o cL au n C S  の 場 合  0～ 4  の 番 号 を指 定 します 。 0  は ウィンドウズ標 準 で関 連 付 け
され ているツー ルを使 用 す るという意 味 です 。 1～ 4  は  D o cL au n C S  独 自 で関 連 付
けされ ているツー ル番 号 です 。 A larm A cc の 場 合 は独 自 の関 連 付 けはありませ ん
ので  0  の 指 定 しか意 味 を持 ちませ ん。

[ メッセ ー ジ  ]
受 信 設 備 側 で表 示 され るメッセー ジです 。

[ 覚 書  ]
定 義 ファイルとして保 存 したとき、その内 容 説 明 をメモ書 きす る領 域 です 。定 義 ファ
イルには保 存 され ます が、ここに書 かれ た記 述 は動 作 にかかわりませ ん。
ドキュメントの指 定 などが番 号 でかつ 受 信 設 備 側 で管 理 され ているもので、 
A ctio n C S  の パ ソコンからはその内 容 を調 べ られ ませ ん (この部 分 は将 来 改 善 の余
地 があります )。 そ のためのとりあえず の打 開 策 です 。

■  受 信 設 備 の設 定  ■

◆ D o c L a u n C S  で の 環 境 設 定

    
     D o cL au n C S環 境 設 定 例

D o cL au n C S  の メニュー 「環 境 」－ 「環 境 設 定 」－ 「受 信 設 備 」により上 記 画 面 が開
きます 。設 定 内 容 は筆 者 が使 用 しているものです 。ここでの例 では、コンピュー タ
名 が 「se n sa」、 ポ ー ト番 号 「 9 9 1 4  」となっています 。
この画 面 からはコンピュー タ名 は表 示 す るだけで、設 定 や 変 更 は行 えませ ん。
コンピュー タ名 の設 定 変 更 は W in d o w sX P (sp 2 )の 場 合 はデ スクトップのマイコンピュ
ー タの右 クリックから「「プロパ ティ」－ 「コンピュー タ名 」－ 「変 更 」で行 うことができ
ます 。



また、ここでの例 では、隣 接 コンピュー タからの  メッセー ジとアクションの受 け取 りを
許 可 しています 。ここで許 可 のチェックをはず していると A ctio n C S  か らの信 号 は
無 視 され ます 。
要 す るに、A c tio n C S か らの 信 号 を受 け取 るか 受 け取 らない か の 最 終 決 定 権 は
受 信 側 に あります 。
忙 しくて、隣 の人 からのチョッカイにかまっていられ ないときは「受 信 設 備 を有 効 に
す る」のチェックをはず す か、必 要 に応 じて下 の「メッセー ジを表 示 す る」または「ア
クションを実 行 す る」のチェックをはず します 。

◆ A la rm A c c  で の 環 境 設 定

A larm A cc は 常 駐 プログラムです 。常 駐 され るとデ ィスクトップの右 下 にある通 知 領
域 (タスクトレイ)に A larm A cc の アイコンが追 加 され ます 。そのアイコンを右 クリック
す るとメニュー が表 示 され ます 。

メニュー 「設 定 」で環 境 設 定 のダイアログ画 面 が開 きます 。この中 に  D o cL au n C S  
同 様 にポー ト番 号 が指 定 できる欄 が用 意 され ています 。
起 動 され るドキュメントファイルは  A larm A cc で は アクションファイル、もしくは動 作 フ
ァイルという言 い方 をしていて、環 境 設 定 画 面 から登 録 できます 。登 録 できるドキュ
メントは  5 0個 で す 。ドキュメント番 号 としては  0～ 4 9  の 範 囲 になります 。

詳 細 は  A larm A cc 取 扱 説 明 書 を参 照 してください。

[注 意 ]
重 複 説 明 で す が 、１台 の パ ソコン内 で 同 一 の ポ ー ト番 号 を指 定 した受 信 設 備
の ツー ル (ソフト)は 動 作 させ ることは で きませ ん 。 D o c L a u n C S  と A la rm A c c  を
動 作 させ るときは そ れ ぞ れ の ポ ー ト番 号 は 異 なる数 値 に してくだ さい 。

■  メニュー 説 明  ■

◆ ファイル

> >  定 義 ファイルを開 く
A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn ) を読 み 込 み ます 。

> >  定 義 ファイルの上 書 き保 存
現 状 の設 定 をA ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )へ 上 書 き保 存 します 。ファイル
名 が定 まっていないときは別 名 保 存 と同 様 にファイル名 と保 存 先 指 定 の画 面 が表
示 され ます 。

> >  定 義 ファイルの別 名 保 存
現 状 の設 定 をA ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )を保 存 します 。このときファイル
名 と保 存 先 指 定 の画 面 が表 示 され ます 。

> >  インストー ル先 フォルダを開 く



A ctio n C S .exe の あるフォルダを開 きます 。

> >  インストー ル先 フォルダを開 き終 了
A ctio n C S .exe の あるフォルダを開 いた後 、プログラムを終 了 させ ます 。 A ctio n C S  
の バ ー ジョンアップの上 書 きコピー す る場 合 に便 利 です 。

> >  終 了
プログラムを終 了 します 。

◆ 環 境

> >環 境 設 定

[ 全 般  ]
A ctio n C S定 義 ファイル保 存 のための専 用 フォルダを指 定 します 。
メニュー 「ファイル」－ 「定 義 ファイルを開 く」のときなどで優 先 候 補 のフォルダになり
ます 。

[ 外 部 ツー ル  ]
内 部 で起 動 す るファイル管 理 ツー ルを設 定 できます 。
設 定 され ていないときは  ウィンドウズ標 準 (多 くはエクスプロー ラになると思 います )
の ファイル管 理 ツー ルを使 用 します 。

◆ ヘ ル プ

> >  バ ー ジョン情 報
バ ー ジョン情 報 の表 示

> >  サ ポ ー トW ebペ ー ジ
サポー トW ebペ ー ジ「屋 根 裏 実 験 室 」を表 示 します 。インター ネットへ の接 続 を行 い
ます 。

■  起 動 書 式  ■

※ 注 意 ※
・起 動 書 式 で パ ス名 を指 定 す る場 合 は 「"」ダブ ル コー テー ションで くくるように
してくだ さい 。
・書 式 の 記 述 に は 不 要 なスペ ー スは 入 れ ない で くだ さい 。
・半 角 スペ ー スは スイッチ 識 別 子 の 区 切 り文 字 として使 用 してい ます 。

> >  / a c tn = < A c tio n C S 定 義 ファイル パ ス名 >

A ctio n C S定 義 ファイル (拡 張 子 = actn )の 指 定 スイッチ。 スイッチ識 別 子 の  / actn =  
は 省 略 可 能 です 。

> >  / g



自 動 開 始 スイッチ。 起 動 され るとオペ レー タの送 信 ボタンを待 たず に即 、送 信 が
開 始 され ます 。メッセー ジなどの設 定 内 容 を確 認 したり再 設 定 す るタイミングはあり
ませ ん。

> >  / e   また は   / e = < 遅 延 時 間 >

自 動 終 了 スイッチ。送 信 が完 了 す ると、A ctio n C S .exe も終 了 します 。 遅 延 時 間 を
指 定 す るとその時 間 だけ終 了 を遅 らせ ます 。遅 延 時 間 の単 位 は  1 / 1 0  秒 で す 。指
定 有 効 範 囲 は  1 0 (1秒 )以 上 です 。指 定 をしていないときのデ フォルト値 は  1 0 (1秒 ) 
に なっています 。

> >  / m

最 小 画 面 指 定 スイッチ。最 小 化 画 面 で A ctio n C S .exe を起 動 す る。自 動 開 始 スイッ
チ (/ g)が 指 定 され ているときモニター 画 面 の煩 雑 を避 けます 。
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